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   A 77-year-old man was referred for the treatment of urolithiasis. The patient noticed the swel-
ling of bilateral scrotal contents 2 weeks previously and had been sufferring from bladder symp-
toms for several years, dysuria and pollakisuria. Therefore, he was admitted for the treatment of 
stones and further examination. 
   By transrectalexamination, prostatic carcinoma was suspected. Biopsy of the prostate and 
bilateral orchiectomy revealed the prostatic carcinoma and the metastatic adenocarcinoma of the 
bilateral testis. The histological or immunohistological examination indicated that the metastatic 
adenocarcinoma was prostate in origin. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 40: 249-252, 1994) 















































検 査成 績 ・尿所 見;糖(一),蛋 白(2+),RBC
25～29/hpf,WBC(3+).血液 一般,血 液 生 化学;
軽 度 の貧 血 を認 め る以外 は 特記 す べ き異 常 な し.ア ル
カ リフ ォス フ ァタ ーゼ も正 常値,腫 瘍 マ ーカ ー;PAP
25ng/m1以上(正 常3以 下),PSA30.8ng/m1(正
常3以 下).
X線 学 的 検 査=KUBで 両 側 腎 の多 発性 結 石 と左尿
管 結石 を 認 め,IVPで は左 尿管 結 石 に よる と 思わ れ
る軽 度 の 左水 腎 症 がみ られた,
Fig。1は上段(A)が 鼠 径 部,下 段(B)が 陰嚢
部 のX線CTで あ る.両 側 鼠 径部 に は直 径2～4cm
の リ ソパ節 腫 大 を多 発 性 に認 め,内 部 に は一 部 で 不均
一 なIowdensityareaを認 め た .陰 嚢 部 のX線CT
で は,ほ ぼ 均一 な10wdensityを呈 す る腫 大 した 両
側 精 巣 がみ られ た.同 時 に施 行 した骨 盤 部X線CTで,
明 らか な骨 盤 内 リンパ 節 の腫 大 は み られ な か った.
入 院 後経 過:1992年12月17日お よび12月24日,左尿
管 結 石 に対 してESWLを 施 行 し,排 石 不 良 な ため,
12月28日TULを 施 行 した.両 腎 結 石 に対 して は,
1993年1月5日,ESWLを行い,1993年2月5日現
在では両腎に少量の残石を残すのみである.








































































が 最 も多 い2-10)が,本邦 の報告 例 に か ぎ れ ば 前 立 腺
を 原発 巣 とす る もの は 本 症例 を 含 め て20例にす ぎな
し、且1-14).
Kirkaliら2)による と,916例の 前立 腺 癌患 者 の う
ち124例に両 側 精巣 摘 出 術 を 施行 し3例 に精 巣転 移 が
み られ,う ち1例 は 両 側 であ った.こ の報 告 で も述 ぺ
られ て い るが,転 移 性精 巣 腫瘍 は 稀 では あ るが,前 立
腺 癌 か らの精 巣転 移 につ い て の報 告 は増 え つつ あ る.
精 巣へ の転移 経 路 と して は,Howardら15)が述 べ






な どが 考 え られ る.
本 症 例 に おい ては,フ ィラ リア症 の既 往 が あ り,両
側鼠 径 リンパ 節 の 明 らか な 腫 大を 認 め,特 に骨 盤 部 は
通 常 の リンパ 経路 とは大 幅 に異 な る と思 われ る.こ の
ことは前 立 腺 か ら精 巣へ の 転移 を 容易 に した 可 能性 が
あ る と推 察 され た.
進 行性 前 立腺 癌 に対 す る治 療 に おい て,近 年 では 優
れ た ホ ルモ ン製 剤 やLH-RHア ナ ロ グ な どの開 発 に
よ り,精 巣摘 除 術 の行 われ る頻 度は 非 常に 減 少 して お
り,前 立腺 癌 患者 にお け る精 巣病 変 の実 体 は 今後 さ ら
に把 握 しに く くな るで あ ろ う.し か し本症 例 の よ うに
転移 の疑わ れ る場 合 は,治 療 の意 味 も含め て積 極 的 に
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